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5. 病院内ブドウ球菌症の溶原性型別についての
研究
一新鮮分離株の簡単な溶原性決定指針 
桜井信夫，小川 直，宇井孝雄，
鈴木雅晴，伊藤貞男(細菌学)
病院内ブドウ球菌症は欧米においては抗生物質治
療が開始されてより次第に問題化し，我が固におい
ても最近乳児保育室内感染およぴ、手術後感染につい
て注目すべき問題となってきた。そしてその感染源
追求はブドウ球菌ファージによる型別によってなさ
れてきた。しかし，同一フアーク型が常に必ずしも
同一感染源に由来するものでなく，その溶源性型別
を行なうことにより異同を明らかにされることは先
of Public J.Am. 1.，(Sakuraiet aに報告した 
Health，1961)。溶原性型別はこの点について有用
ではあるが，手技が面倒なため一般検査室内では実
施し難い欠点、を有している。 
われわれは，協同研究者それぞれの有する症例に
ついて以下の簡単な手技でブドウ球菌分離株の溶原
性の異同をたしかめ得た。即ち，第 1の方法は普通
寒天平板(作製後 24時無菌試験を兼ねて表面を乾
燥したもの)上児被検株の8時間ブイヨン培養菌を
白金ヰをもって一直線K塗抹し約 30分室温で乾燥
する。次いで溶原性決定の標準株のブイヨン培養菌
をそれぞれ被検株に直角に交叉するよう一直線K塗 
抹する。 この寒天平板を 6時間 370CiL格納し次い
で室温K放置し， 24時間， 48時間， 72時間後に観
察する。第2の方法は標準株を先に一直線K接種し 
次いで多数の被検株を標準株i乙交叉するように接種
する。このいずれの方法においても後から接種した
菌株の線上で交叉した点より先の部分に plaqueが
見られる時は，先に接種しておいた菌株がその
plaqueを生じた菌株応対して溶原性である。但し
その決定は通常のファージ分離法lとよって分離した
ファー?を使用して実施すべきであるが，病院検査
室で実施できる溶原性決定には発表した交叉法で充
分なことが明らかにされた。 
6. 食品膚敗細菌に対する系統的研究
相磯和嘉，本橋武夫，池 二郎，
赤塚正平(腐敗研究所)
食品腐敗細菌のうち Micrococcus属について赤
塚は 135株の蒐集株について其の分類と腐敗細菌と
しての意義について報告したが，これらの蒐集株を
含めて更に多数の株を分離して系統的の研究を行つ
た。特に食品中での耐熱性について種々の条件で検
討した。その結果ブドウ球菌の系統に属する株は
600C，30分の加熱に耐えるものが多いことが知られ
l'こ。但し Staphylococcusと Micrococcusを鑑別
するためにヒウ，レイフソン法による方法はなお検
討を要する問題のあることを知った。更に多数の株
について芽胞形成株の有無について実験中である。
嫌気性酪酸菌については本橋の実験により他の
proteolyticの腐敗バクテリアとの聞の拾抗現象に
ついてその機作について検討し，酪酸菌 B2株につ
いてその産生する有機酸の抗菌性を実験した。
叉魚肉ソーセージの腐敗について池は嫌気的腐敗
の原因菌としてc10stridiumsporogenumを記載
したが，魚肉ソーセージの普及に伴い防腐の為に添
加されるニトロフラン系の添加剤に耐性のある細菌
による腐敗の問題が起ってきた。そ乙で池の分離菌
を使用し各種の防腐剤特に新しいニトロフラン製剤
を用いて実験したが，嫌気性腐敗菌については耐性
株は少し他の好気性菌による変敗であることが推
定された。
7. 食品防腐剤の基礎的並びに応用的研究
相磯和嘉，仲村久敬，松山 茂，
柴田鉄郎，斎藤亨，山岡宏
(腐敗研究所)
ニトロフラン誘導体のうちニトロフラゾーン，パ
ナフラゾーン， z一フラン (5-nitro-2-furyl acryl 
amide)等については現在食品添加剤として使用さ
れているが，当教室においては ζれまでニトロフラ
ン系の物質について防腐剤としての基礎的並びに応
用的研究を行ってきた。即ち仲村は食簡について，
松山は豆腐についてそれぞれ防腐効果について検討 
した。斎藤亨はパナゾンの毒性について中毒学的，
薬理学的検査の結果を報告した。
最近ニトロフラン誘導体の研究が進展してすヤれ
た新誘導体が発見されたので，乙れらについて実験
を行った。即ち α-phenyl-(5-nitro)~2-furyl acryl 
amide (AP-1) 及び α-furyl-(5-nitro)ー2-furyl 
acryl amide (AF-2)の二つについてその慢性毒
性試験を実施中である。とれらの物質を食餌中に 
0.05，0.01，0.001% IC添加してラットを飼育した。
ラットはウイスター系のもので 100g前後のものを
用い，合 6匹，♀ 6匹を 1群とした。
現在投与8カ月であるが，各群共体重の増加は無
投与群のそれと同様であり，食慾，毛並，運動等に
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異常をみとめない。 これらの動物については 12カ 
月， 24カ月投与後にギセイ死させたのち剖見所見を
検討する予定である。
叉デハイドロアセチックアシドの慢性毒性試験に
ついては柴田がすでに報告したが，本剤の他の防腐 
剤との併用時における毒性の問題について実験を計
画し，ニトロフラゾーンとの混合物を飼料に添加し
て前記と同様のラット飼育実験を実施中であるので
中間的lζ報告した。 
8. 当教室に於ける抗生物質の探求に関する研究
新井 正，佐藤元雄，水島和朗，
岡 節男，青野公英(腐敗研究所〉 
土壌放線菌に由来する物質，並びに植物成分に就
いて，抗菌作用，抗カピ作用を追求中であるが，今
回は新抗カピ物質 Mianomycin(仮称)Iζ就いて
報告する。この物質は放線菌 KKB-17株をグルコ
ース・スターチを含有したブイヨン中で 280C，72hr
培養すれば菌体中民生成され，菌体からアセトンで
抽出される。アセトンを溜出した後，エーテノレに精
溶，更にアルミナ，炭末のクロマトグラフで精製さ
れる。無色の油状物質で有機溶媒には溶解するが，
水には難溶である。紫外部の吸収はメタノール中で、 
273mμ に唯一の極大を有する。
グラム陽性菌，陰性細菌には無効で，抗酸菌，並
びに Asp.niger，Asp. orizae，Mucor mucedo， 
Trichophyton interdigitale 等の自lamentous 
fungi R.有効である。 Candida属K対する作用は
強くない。
叉別lζメキシコ産植物 Helenium mexicanum 
より得られる結晶成分 MexicaninEの生物学的作
用に就いて検討し， Staphylococcusの数株，及び
数種のカビに 100mcgjml程度の抗菌作用を認め 
こ。T
9. Chlordiazepoxideの抗窪掌作用について
東 紀男，小林康弘(薬理学〉
Chlordiazepoxide (以下 Cd.と略す)は新らし
い向精神薬であり，種々の特異な薬理作用を有する
Tこめ臨床，基礎各方面で注目され幾多の報告がある
が，我々はマウスを用いて， Strychnine，Electro-
shock，Pentylenetetrazol，Iζ対する抗痘撃作用を
zol痘寧作用が著しかった。また，麻酔ネコ及び脊
髄ネコを用いての脊髄反射実験を行なったが， Cd. 
は脊髄lζ直接作用し，屈曲反射，交叉伸展反射を抑
制することがわかった。これらの反射抑制は Stry-
chnine Kより括抗された。
以上のごとく， Cd.は中枢のみならず，脊髄にお
いても作用すると思われるので，なお詳細K検討を
続行している。
10.新しい簡単な流量計について
横山 宏(薬理学〉
従来用いられて来Tこ滴数計を含む諸種の流出流量
計l乙較べて簡単でしかも正確に流出流量を測定出来
る水マノメータ一式流量計を考案した。濯流液をタ
イマーに接続されたリレーにより定時的に開閉する
水マノメーターに誘導し，液面の動きをフロートに
よりとらえて煤紙上に記録した。
本装置の特徴は， 
1) 単位時間内の流量を直接記録出来る事。 
2) タイマーによる時間間隔の調節と管の内径を
変える事によって広範囲の流量変化K応じ得る事で
ある。
今回は Langendorff法にこれを応用して， Nor-
Adrenaline，Adrenaline，Acetylcholine，Ephe-
drine， Caffeine， Theophylline， Papaverine， 
Sod. nitrite，Nicotineなどの冠血管濯流液量に及
ぼす作用を調べ，充分使用K堪え得る事を確認した。 
1.酸性フォスファターゼの組織化学
降矢震，小林恒一，
森本一善(医化学)
ブロムフェノールブ、ルーの燐酸エステルを新たに
合成し，之を基質とした新しい酸性フォスファター
ゼの組織化学的方法を考案した。
新基質は，ブロムフェノーJレブ、ルーをアセトン溶
媒中でピリジン存在のもとにオキシ塩化燐と作用さ
せ，生成したオキシ塩化燐エステルに水を加えて二 
燐酸エステルを得る。黄色針状結晶である。乾燥状
態で冷暗所K保存。 
基質を pH4.7酢酸緩衝液に飽和させた液に組織
切布を浸すと，酵素的に水解されて生じた遊離のブ 
ロムフェノーJレブルーはそこの組織に直ちに吸着さ
見た。対照として Chlorpromazine及び Amobar・ れて青染する。従来の Gomori法， Seligson法に 
bitalを用いたが， Cd.はこれら薬物に比べて強い 比べて，その作用機序が直接的であって，従来法の
抗痘撃作用を示したが，ことに抗 Pentylenetetra- Artefactの問題は解決されるし，その上手段が極
